
























































② 1826 年 10 月 18 日：｢1826 年 1 月 31 日から 2 月 08 日
まで『オリヴィエ』（『アルマンス』）の仕事をした。
どうにも作るのが不可能になって（par la nécessaire 
impuiss[ance] of making ) この仕事を離れた。1826 年 9
月 19 日［クレマンチーヌへの恋の絶望を癒す］薬とし
て再びとりあげ、10 月 10 日終了。（…）｣
年末のメモによると ｢1826 年 10 月 23 日第１草稿（『ア
ルマンス』）推敲。（…）｣
③ 1826 年 12 月 23 日：12 月 23 日付メリメへの手紙で『ア
ルマンス』の主人公オクターヴの性的不能に言及。
④ 1827 年 4 月ｰ 5 月：ユルバン・カネル書店と『アルマン
ス』の出版契約。1000 フラン受領。
⑤ 1827 年 7 月 17 日：『アルマンス』第 2 巻の校正終了。
⑥ 1827 年 8 月 18 日：『ビブリオグラフィー・ド・ラ・フ
ランス誌』、『アルマンスー 1827 年におけるパリのある








Stendhal and George Sand Ⅱ





















































面で始まるスタンダールからメリメに宛てた 1826 年 12
月 23 日付けの手紙の存在である注 7）。実際、この手紙で
は、《 i
ア ン ピ ユ イ ツ サ ン
mpuissants 》、《 b
バ ビ ラ ン
abilan 》、《 b























































































































































































































































































0 0 0 0 0 0 0
（Je suis un monstre.）｣ [ 傍点部原文イタリッ






ンリ ･ ブリュラールの生涯』での使用に言及している注 41）。そ
れは、｢私が人でなし（un monstre）で残忍な性格をもって


































































































































と不能、オラース・ド・ヴィエル = カステルの ｢野卑な雄























役目を果たす注 59）。第 24 章では、その鉢植えが、オクター
ヴの母親の部屋の窓の下に置かれていることが分かる注 60）。
さらに第 29 章では、アルマンスはこの鉢植えを「この呪わ






































うに偽装しつつ、｢阿片とジギタリスの混剤（ un mélange 

























恋する山賊を、｢ジプシー｣ と ｢歌姫｣ を扱った、スタンダー
ルに読ませたかった 1842 年 9 月の『コンシュエロ』（スタン
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